
７月 　７月１３日（木）の業間の時間に、今年度も長野原高校の生徒

２１日 町交流キャンプ（５年生） ４名によるジャンボ紙芝居がありました。はじめに手と頭、手と

２４日 夏休み水泳教室 身体をつかった運動でウォーミングアップを行い、その後紙芝居

２５日 夏休み水泳教室 を行ってくれました。今年は雀を助けたいいじいさんと悪いじい

２６日 夏休み水泳教室 さんの話で、子どもたちの心情にうったえる内容でした。

２７日 郡水泳記録会 　４名の高校生には感謝です。

８月
１７日 ＰＴＡ環境整備作業・本部役員会・運営委員会

２２日 第２学期始業式

　７月４日（火）１年生親子教室

お家の方も昔を思い出して全力でか

らだを動かしました。

　ちょっと筋肉痛が心配です。

７月５日（水）５年生親子教室（陶芸教室）

　

さんにいろんなことへの自己決定をさせてみてください。それが失敗したとしても、それを次にいかすことが大切であると伝えてあ

ります。また、自己決定には少なからず責任もうまれるとも話してあります。大人がやったり、伝えたりすれば簡単に短時間でで

きることでも子どもの自己決定で行動させてみてください。できたときの達成感や成就感、そして自身の自信へつながります。

発言や行動、気持ちを考えて決められるようになってほしいとの願いで話しました。北軽井沢小学校の子どもたちは素直で子ど

もらしくていい子が多い反面、言われたことはできる、言われないとできない、指示があるまで動けない、という子どもが多いよう

に感じました。これは、本校に限ったことではなく現代社会において、子どもから若者までにある課題であるように思います。

　そこで自分から動く、自分から発信する、自分から発言するなど、物事に対して意欲的・主体的に取り組むことの大切さや自分

で決めることの必要性について話しました。まだまだ、手のかかる子どもであることは事実ですが、この夏休みを利用して、お子

す。子どもたちの活動に中には、いたずらや不注意も多々あるかもしれません。よいことは褒め、だめなことはだめと叱咤激励く

ださいますよう重ねてお願いいたします。

　学校では、７月の朝礼にて「自己決定できる人になろう」というお話を子どもたちにしました。これは、子どもたちが自分で自分の

　４月７日（金）から始まった、令和５年度第１学期も、７月２０日（木）に終業式が行われました。北軽井沢小学校として、今年度は

全ての学校行事や出来事が最後となります。この第１学期、５８名の子どもたちが、健康で元気に学校生活を楽しく過ごすことが

できたのも、保護者、地域の皆様方の御支援と御協力があってこそだと、この場をおかりして感謝申し上げます。

　これから、子どもたちは夏休みに入り、それぞれの御家庭や地域にもどります。子どもたちが、この夏休みを安心・安全、そして

有意義で、一歩成長することができるよう御支援いただけると幸いです。子どもたちは様々なことから多くを吸収し、学んでいきま

令和５年７月２０日（木）№５
　浅間っ子だより 豊かな心　自ら学ぶ　たくましい体の　浅間っ子

令和５年度 第１学期終業式

自己決定できる人になる

夏休み中の予定 ジャンボ紙芝居

親子行事お世話になりました。

１年生の保護者様

５年生の保護者様

大変お世話になりま

した。

お母さんたちが造った作品は、お茶碗？お皿？それともお酒を飲む・・ いずれにしても真剣そのもの。親子で楽し

いひとときを過ごすことができました。


